
椎尾神社
しいお　　じんじゃ

・岡田東字椎尾にある神社。

・境内は3 4 2 4 坪（約 1 1 3 0 0 ㎡）で、木造銅板葺の本殿、
　木造瓦葺の幣殿、拝殿がある。
・社伝によると、崇神天皇の時代につくられた。大昔、この
　あたりは広大な原野で、一本の巨大な椎の木があった。
　15世紀前半に、長尾大隅守が厚く崇敬して社殿を再建した。
・明治初年に椎尾神社と改称して村社となった。


